
昭和主事年 1 1 }事 1 喜箆

住民登録は

第
三
十
九
擁

発行所

塚市役務
平塚市:IjZ塚厳宿 1.195 替地

豪語1縦二Z五銭藩

郎席。所井ム'FP腕腕司離苦713害時二

平

m明
額
を
証
明
す
る
文
書
の
交
付
を
受
付
一
ま
し
た
。
乙
乙
で
何
酢
か
の
対
策
を
講
一
て
、
使
賂
し
は
じ
め
た
動
機
た
あ
、
誠
一
で
は
大
都
市
か
ら
農
村
漁
村
へ
流
れ
て
一
衝
の
女
に
臨
ち
た
も
の

b
T
の
申
毒
患

て
か
ら
護
詰
所
へ
お
い
で
に
な
っ
て
下
一
ず
る
事
が
焦
燈
の
急
と
し
て
要
求
さ
れ
一
に
単
級
と
云
わ
な
げ
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
…
金
一
蕗
割
る
処
マ
一
探
郭
な
事
件
を
穏
し
て
…
者
で
あ
る
と
雲
わ
れ
て
い
ま
す
。

さ
い
。
乙
の
夜
明
の
手
数
料
は
不
要
で
一
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
一
次
に
覚
せ
い
粥
何
終
戦
後
儲
か
に
流
一
お
り
ま
す
。
一
東
京
家
隠
裁
判
所
秘
曲
調
査
研
数
窪

む
か
え
し
て

ωえ
を
雲
所
へ
お
い
で
に
な
る
と
一
言
語
一
に
世
人
一
般
の
人
が
を
守
し
て
し
き
た
壁
、
震
や
次
々
と
関
一
で
は
一
体
ど
の
よ
足
し
て
青
少
年
一
の
認
べ
に
よ

Z
Z

、
ヒ
ロ
ポ
ン
を

w
ζ

の
た
空
地
、
警
の
登
誌
の
際
一
無
駄
足
に
な
り
手
。
一
く
覚
せ
い
郊
の
恐
し
さ
皇
う
も
の
を
蒸
し
て
い
っ
た
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
、
宇
一
義
せ
い
剤
の
と
り
と
と
な
り
感
の
道
一
う
つ
去
に
必
意
義
は
一
警
最

拘
ン
ド
事
i

ル
金
援
護
憲
の
霊
童
話
室
長
一
来
年
賢
官
は
需
の
金
貸
零
一
説
議
し
て
い
る
で
し
ょ
う
か
、
必
ず
し
一
バ
レ
ー
に
史
り
す
る
人
々
、
さ
て
は
一
え
入
つ
エ
口
く
の
で
し
ょ
う

o
E
医
ア
霊
高
官
最
高
一
高
を
費
、

車
に
む
か
え
る
第
十
悶
震
の
持
事
と
も
い
わ
れ
る
第
六
回
全
日
本
害
事
実
害
、
警
の
裏
浦
一
定
す
る
に
は
、
苦
闘
重
義
の
評
一
を
一
括
し
て
市
建
か
暴
露
長
に
一
さ
つ
で
な
い
の
が
実
情
で
あ
り
ま
す
一
室
区
域
に
働
く
人
々
に
も
恐
ろ
し
い
一
袋
詰
霊
会
の
警
に
よ
り
ま
す
と
一
章
一
塁
間
と
な
っ
て
お
り
、

ι

費
一
口
警
の
グ
ラ
ン
ド
で
、
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。
雲
式
の
二
十
一
日
に
は
、
日
本
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
協
会
一
語
暴
言
し
て
一
決
定
す
る
乙
と
に
一
通
知
し
ま
す
か
ら
、
そ
れ
ま
芳
は
お
一
旭
署
誌
の
対
策
に
は
危
重
量
一
勢
い
で
流
行
し
喜
っ
た
の
で
す
え
一
霊
童
五
、
進
さ
れ
た
ヒ
ロ
ポ
ン
は
一
の
警
審
る
た
め
に
腎
少
年
の
審

車
で
あ
ち
れ
る
霊
長
主
に
霊
殿
下
が
親
し
く
務
審
な
さ
れ
る
と
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
尚
一
一
十
一
一
一
一
な
り
ま
し
た
の
で
、
蓄
を
し
よ
ろ
と
一
れ
な
く
市
役
所
へ
お
い
で
下
さ
い
。
一
る
青
少
年
毒
つ
親
と
い
わ
ず
、
章
一
相
当
の
語
人
の
間
で
も
「
仕
事
を
す
一
よ
く
連
勝
さ
れ
た
ブ
?
ヵ

i
の
手
に
一
は
需
品
安
易
堤
義
し
て
く
る
の

思
決
勝
戦
はN
H
K第
一
一
段
迭
で
書
中
継
放
送
さ
れ
ま
す
。
一
す
る
在
、
先
づ
市
役
所
税
務
章
受
(
税
義
〉
一
年
の
指
講
立
一
場
に
あ
や
人
皇
わ
ず
一
る
持
は
ヒ
ロ
ポ
ン
、
事
を
す
る
持
は
す
ま
す
。
乙
の
ブ
ロ
ー
カ
ゐ
警
一
で
す
。
乙
の
書
官
乙
に
つ
い
て
、

一

1
1
1
1
1
1
i
1
1
1
1
1
1
1
I
l
l
i
l
i
-
-
i

一
新
し
い
日
本
に
つ
い
℃
憂
い
を
持
つ
人
一
ア
ド
ル
ム
」
の
生
認
を
す
る
人
が
ふ
る
曲
穫
に
多
い
わ
け
で
所
に
よ
っ
て
は
フ
一
小
選

r
り
出
し
た
り
、
働
い
て
も
ろ
け

一
戸
時
ン
ド
ポ
i
ル
協
会

r

一
一
一
一
時
壁
一
諮
問
持
続
中
何
十
月
一
「
毘
開
講
ン
砕
い
な
ぜ

i
J
一
心
副
長
時
叫
切
な
ら
一
軒
目
れ
れ
い
に
わ
れ
だ
立
刀
片
品
目
白
持
一
語
れ
れ
れ
日
時
料

一
一
一
、
後
援
一
十
一
月
二
十
一
日

i

二
十
三
日
の
一
一
一
一
ラ
ン
ド
一
一
ー
一
一
載
後
の
は
ん
ら
ん
覚
せ
一
り
ま
し
た
。
乙
の
議
長
っ
た
人
々
一
室
に
か
か
っ
て
い
る
場
合
互
い
の
富
い
た
り
し
て
い
る
の
で
す

0
2

神
奈
川
県
一
日
開
毎
日
義
雲
一
副
訪
町
子
一
一
一
喜
六
チ

i一
一ii
i

諮
る
L

い
r
?
L
一
討
議
差
づ
鍍
需
と
し
で
蓄
え
一
監
を
や
め
る
と
蓄
や
め
ま
い
が
起
一
で
す
が
、

ζ
の
会
が
不
良
青
少
年
に
一
詐
欺
、
事
っ
、
警
護
等
の
語

一
平
塚
市
一
回
、
場
所
一
ム
、
番
人
員
四
五
O
名
一
一
ら
れ
て
い
た
も
の
が
大
震
に
市
場
へ
と
り
、
不
安
識
に
お
そ
わ
れ
、
し
か
も
使
一
売
り
込
ん
五
く
わ
け
で
す
。

ζ
の
不
一
が
こ
れ
に
続
い
て
く
る
の
で
す
が
、
中

第
十
;
霊
法
ド
一
併
設
作
品
庶
民
一
「
幻
話
器
型
信
詰
主
位
者
語
習
持
詩
日
持
時
日
並
立
話
語

頭
骨
同
は
本
側
鞠
て
一
、
革
委d

}そ
の
男
女
総
片
襲
一
行
」
「
ヒ
ロ
ポ
ン
慾
し
弟
少
女
暴
一
い
て
は
先
づ
心
函
は
な
い
喜
一
口
え
る
の
一
演
劇
震
の
人
々
の
如
く
著
書
い

1
5

善
悪
警
官
パ
ス
の
待
合
事
で
豪
華
一
世
ゃ
っ
て
の
伐
昔
話
量

ノ
一
‘;
J
i
:

一
都
道
府
県
に
天
?
を
、
芸
み
の
一
番
」
「
ヒ
ロ
ポ
ン
喜
の
脅
年
両
親
一
で
す
。
を
ろ
が
著
い
剤
に
つ
い
て
一
的
苦
を
す
る
人
々
長

3

と
L
一
警
重
吉
は
ど
ん
な
寒
い
著
し
一
つ
か
ま
え
て
は
「
試
験
の
望
号
え
ー
っ
警
兵
れ
な
い
か
ら
と
い
つ
暴
行

平
曝
寵
て
臨
種
詔
一
総
合
後
勝
都
道
府
県
に
君
主
義
く
」
等

?
E

一
は
君
主
。
希
望
宣
言
i
f

た
。
常
局
者
の
一
ょ
う
と
、
警
告
な
い
と
一
三
ら
な
い
空

Z

葉
巧
み
に
憲
一
を
や
け
を
起
し
て
鋲
に
火
宅

;
;
・
:
一
さ
れ
る
と
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
一
毎
日
の
新
聞
に
は
党
せ
い
剤
関
係
の
一
す
審
議
は
日
増
し
に
ふ
え
る
一
方
で
豆
半
数
単
【
両
校
生
で
あ
る
喜
お
を
亡
一
よ
う
な
精
神
状
態
に
な
り
ま
す
。
家
の
し
な
が
り
売
り
つ
け
ま
す
。
乙
れ
等
の
け
る
よ
う
な
事
件
ま
で
出
て
き
ま
し

一
時
時
器
開
一
長
話
一
転
控
訴
十
一
話
器
科
一
り
ド
脅
し
員

i
民
話
持
直
結
民
円
以
私
立
討
詩
誌
詰
詰
立

会
を
も
っ
て
各
プ
ロ
ッ
ク
を
一
巡
し
、
多
大
の
議
議
し
キ
書
家
的
一
大
会
で
あ
り
ま
す
。
一
い
ま
す
。
一
体
ち
し
て
言
語
一
単
に
し
か
も
露
骨
に
日
本
企
図
す
る
持
愛
用
し
て

:
7
7
1よ
う
な
事
件
色
で
←
参
り
ま
し
九
一
塁
左
ど
ん
広
が
っ
て
行
く
の
が
子
て
言
警
は
後
五

日
事
吋
て
金
額
民
の
深
い
理
解
金
持
の
も
と
に
実
施
さ
れ
て
ま
い
り
一
冬
季
大
会
(
符
叩
一
一
一
開
請
一
せ
い
越
が
ハ
ン
ラ
ン
し
次
々
毒
放
を
一
に
毒
し
た
の
で
し
ょ
う

o

戦
後
量
一
慣
と
な
り
、
次
第
射
し
へ

Uス
つ
一
党
せ
い
溺
と
犯
緊

ζの
一
重
の
例
の
よ
う
で
す
。
労
務
者
の
場
一
喜
っ
て
く
る
毒
事
か
を
患
に

関
与
は
震
で
一
霊
長
る

ζと
に
決
定
し
、
平
塚
市
こ
お
、
て
も
、
一
重
大
会
背
下
旬
一
引
き
起
し
て
ゆ
く
の
で
し
ょ
う
。
し
か
一
乱
の
な
せ
る
わ
さ
で
は
あ
り
ま
し
ょ
う
一
て
い
っ
た
の
で
す
。
産

F

よ
弘
容
さ
一
よ
弓
な
露
五
社
会
問
題
と
さ
れ
蓄
合
で
も
お
る
経
在
、
害
警
錯
す
で
切
り
つ
け
て
き
允
島
署
起
し

ド
ー
ヘ
一
秋
季
大
会
十
月
下
旬
一
専
の
犠
牲
者
が
次
の
時
禁
背
負
う
一
す
べ
て
の
人
が
棄
の
霊
薬
い
当
官
ヒ
ロ
ポ
ン
使
用
め
青
少
年
百
名
に
一
の
将
来
に
と
守
護
さ
れ
て
い
る
事
一
芸
っ
、
童
話
、

R
J
車
率
一
て
蓄
に
傷
害
を
室
長
幸
運

れ
れ
わ
引
い
刊
で
F
i
s
-
-

什
ペ
ー
町
一
一
ベ
喜
重
量
い

ι
;

一
宙
皇
室
長
あ
完
れ
の
一
つ
い

i
i

吾
、
;
の
者
百
二
十
一
語
悶
!
?
で
?
し
た
。

司

f一
一
問
時
〉

ι
臥
3

糊
と
じ
た
乙
と
で
し
ょ
号
。
阿
片
室
長
っ
と
も
言
れ
て
い
ま
す

o

又
品
る
一
見
ま
し
で
も
、
友
人
に
す
す
め
ら

E

一
万
人
と
い
わ
れ
、
そ
の
大
部
分
は
若
い
一
間
作
業
に
た
ず
さ
わ
る
青
年
率
い
の
一
乙
の
ぞ
い
ヒ
ロ
ポ
ン
を
社
会
よ
り

国
一
俸
と
は
一
と
の
芸
品
重
ね
る
に
し
た
力
一
一
如
同
町
引
い
訟
ニ
ま
つ
わ
る
い
ろ
い
ろ
の
い
ま
わ
し
い
出
一
人
は
性
格
の
弱
い
案
、
豊
富
乱
一
一
色
、
好
奇
心
か
ら
一
一
八
、
裏
夜
学
一
要
で
し
町
立
、
し
か
も
雪
よ
日
一
手
。
女
子
の
場
合
作
品
色
遊
戯
に
一
議
す
る
た
め
お

F
雪
い
た
ー
ま

関
翠
育
大
会
は
広
〈
図
書
問
に
一
ぃ
、
警
の
文
化
施
設
の
整
備
拡
充

ι一
一
の
l

入
品
A

喜
一
一
事
に
つ
い

5

、
そ
れ
が
阿
片
撃
に
耐
え
き
れ
な
い
た
め
の
自
然
的
に
た
一
去
む
い
の
で
一
玉
、
毘
百
三

2
コ
一
躍
り
に

3

が
茂
吉
孝
量
士
、
制
一
?
コ
亡
吉
野
差
す
手
書
で
は
一
し
よ
う
。

口
九
日
詰
川
町
料
開
官
一
時
間
鰐
註
取
引
一
一
市
町
計
官
瀧
一
一
担
当
日
昨
日
一
日
げ
た
審

5
5

づ
け
て
い
ま
一
そ
の
他
一
一
一
と
同
ぽ
ぱ
ぽ
は
日
は
置
は
ほ
日
空
く
叩

関
民
議
高
齢
に
す
る
ζ

と
を
喜
一
復
興
に
馨
し
い
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
一
一
塚
掛
陰
口
抽
出
計
一
一
主
た
っ
て
い
ま
す
し
、
そ
の
対
策
も
一
し
か
し
震
の
批
判
事
釈
だ
け
し
一
一
七
月
一
一
十
奇
襲
撃
学
校

計
約
経
認
可
る
豪
雨
一
ま
れ
は
都
道
府
県
裂
の
方
法
で

L
1河
川
門
戸
一
一
軒
討
終
日
付
わ
れ
一
軒
引
い
時
間
パ
切
れ
対
日
一
臨
定
資
産
税
の
一
八
月
六
日
間
昨
日
校

色
、ti
t
i
-
i
J

一
二
十
四
日
、
二
十
五
日
世
間
議
会
一
つ
い
て
一
い
て
一
十
五
日
襲
、
平
塚
港
対
策
連
合
議
事
毒
事
寸
君
主
一
富
士
見
小
襲

五
丹
空
一
次
の
著
書
挟
撃
た
一
襲
第
六
十
号
市
営
住
宅
建
設
費
一
一
一
十
五
回
全
員
喜
一
員
会
一
一
角
十
九
日
語
室

内
量
二
議
案
第
五
十
一
号
平
塚
市
公
平
袋
一
起
債
に
つ
い
て
の
霊
申
一
部
変
更
一
「
市
毒
事
使
用
に
つ
い
で
の
際
了
製
氷
ヱ
霊
童
遺
産
っ
、
一
塁
重
官
、
竺
警
の
喜
一
色
た
一
期
、
一
一
害
事
は
、
改
定
一
毒
事
校

同
議
竃
メ
壱
ご
員
会
重
苦
つ
い
て
丁
っ
、
て
一
一

L

一
安
当
時
は
、
税
率
が
評
価
磁
の
富
一

5
Z
7

六
の
税
率
に
よ
る
鎌
一
八
月
二
十
六
日

5
5

一
一
l
L
一
宮
に
つ
い
主
義
一
五
陳
情
」
に
つ
い
て
審
議
一
分
の

7

六
で
あ
り
ま
し
た
が
、
互
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
十
二
え

一
一
れ
荘
一
引
い
じ
れ
一
一
一
一
九
一
一
一
一
官
民
間
見
守
主
主
十
…
一
地
時
計
一
口
語
諮
問

H
一
立
世
間

一
数
条
例
の
一
事
霊
す
る
条
例
一
議
案
第
六
十
一
一
号
消
防
護
整
備
二
議
金
メ
宅
…
一
塁
校
廃
止
に
つ
い
て
の
善
一
ヘ
既
仁
義
崎
清
ほ
滑
は
ほ
清
浄
日
ド
(
税
奪

回
日
公
営
事
蕎
任
委
U開
会
一
議
案
第
五
十
四
号
社
会
教
育
法
施
一
重
偉
い
つ
い
て
一

/
r
F
E
r
r
i
f
-
-

句
一
に
つ
い
て
審
議
一
'
i
i
i
i
i
i
i
-
一
覧
六
日
教
育
委
員
会

己
丹
市
営
競
輪
の
書
に
つ
い
一
言
の
一
塁
手
る
条
例
一
襲
第
六
十
三
号
室
襲
議
官
建
設
重
量
一
丈
白
書
協
議
蓮
妻
一
日
引
制
引
勺
…
一
四
月
二
十
一
日
費
出
塁

T

喜
一
議
案
第
五
十
喜
平
塚
喜
住
宅
一
事
業
費
起
債
に
つ
い
て
一
昭
和
ニ
十
九
年
一
度
の
下
水
量
の
建
一
合
併
問
援
に
つ
い
玄
警
高
監
歪
事
長
一
一
(
一
一
一
月
分
)

十
白
総
務
、
文
教
書
蓄
会
}
襲
条
例
の
一
部
毒
事
る
条
例
一
議
案
第
六
十
雲
市
援
を
ー
も
っ
て
一
設
計
閣
に
つ
い
て
審
議
一
十
八
日
合
併
協
議
会
お

f
c
i

一
一
五
月
七
日
会
事

体
育
舘
の
使
用
方
法
に
つ
い
て
審
議
襲
第
五
十
六
号
平
塚
市
費
の
一
震
を
す
る
に
つ
い
て
一
十
五
日
財
政
産
業
受
曇
員
会
一
合
併
襲
に
つ
い
て
審
議
一
一
下

A
4

一
一
五
月
ニ
十
苦
例
長
級
襲

十
一
日
財
政
常
任
委
員
会
一
警
告
関
す
る
富
一
議
案
第
六
十
五
号
昭
和
ニ
喜
一
第
十
一
一
回
神
奈
川
県
喜
一
書
…
十
八
回
会
員
協
議
会
一
日

i
i
i
i
i
i
t

一

8
5

昭
和
二
十
九
年
度
亘
書
護
霊
一
議
案
第
五
十
七
号
特
別
会
計
喜
一
度
章
一
議
入
歳
出
追
加
霊
予
算
一
対
主
露
舎
つ
い
て
審
議
一
車
窓
会
育
英
会
寄
鮒
行
為
に
つ
一
昭
和
一
一
十
九
年
四
月
よ
り
九
月
三
宣
言
庶
務
議

開
援
に
つ
い
で
裏
一
震
に
つ
い
て
一
重
第
六
十
六
号
昭
和
二
十
九
年
一
十
苦
裏
書
記
世
話
会
一
い
て
審
議
一
の
里
塚
市
議
、
解
の
襲
警
を
一
六
月
二
十
二
日
骨
量
検
査

主
一
日
産
業
常
任
委
員
会
一
議
案
第
五
十
八
号
一
時
借
入
舎
一
度
平
塚
市
特
別
会
計
量
健
康
保
険
一
「
平
塚
市
並
び
に
大
野
町
に
所
在

T
一
二
十
二
日
総
襲
撃
員
会
支
の
と
お
り
勢
灯
し
た
。
(
五
丹
念

魚
市
場
護
実
施
に
つ
い
て
審
議
一
つ
い
て
の
霊
申
一
部
変
更
に
つ
い
一
重
差
益
事
算
一
る
工
場
問
岩
重
建
施
設
の
綜
…
記
事
産
払
下
げ
の
在
並
区
税
務
録

二
十
二
日
車
協
議
会
理
事
会
一
て
一
議
案
第
六
十
七
号
'
平
塚
市
開
裏
一
合
的
完
成
促
進
に
つ
い
て
」
の
喜
一
「
草
壁
量
遺
書
つ
い
て
例
月
出
遅
笠

宮
問
題
に
つ
い
主
審
議
」
議
案
第
五
十
喜
一
時
借
入
金
に
一
事
事
事
雲
童
書
に
つ
一
に
つ
い
て
審
議
室
(
育
会

土
地
家
屋
の
登
記

は
ま
ず
市
役
所
内

お

七
月
八
日

平
塚
市
監
資
委
員
篠
沢
俊
範
一
七
月
二
十
司

間
座
長
吉
一

一
浜
岳
申
学
校

一
八
月
二
十
七
日
高
浜
尚
等
学
校

一
銭
磐
仙
単
品
棋

一
八
月
三
十
一
日
例
月
出
納
検
蚕

一
〈
七
月
分
}

一
九
月
二
十
九
日
例
月
出
納
検
資

一
(
八
月
品
川
}

翌五
克

も

母
子
福
祉
貸
付
賛
金
法

六
月
の
平
塚
市
弘
毅
で
お
知
ら
せ
い
一
は
市
福
祉
事
獲
所
へ
御
相
談
に
お
い
で

に
年
か
し
た
母
子
議
秩
貸
付
資
金
の
法
一
下
さ
い
。
(
平
線
市
権
栓
事
務
所
)

律
一
及
び
施
行
令
の
一
部
が
改
廷
に
な
り
一

i
i
l
i
l
i
1
1
1

(
議
め
な
い
周
謹
に
も
ζ

の
法
普
通
一
記
事
訂
疋

局
さ
れ
るζ
と
に
な
り
ま
し
た
。
一
九
万
十
五
毘
発
行
の
平
塚
市
弘
識
に

そ
の
種
類
は
一
期
間
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
釘
定
い
た
し

て
就
職
の
為
の
支
援
貸
金
一
ま
す
。
一
員
平
底
市
滋
村
合
傍
特
長
担

一
、
知
識
、
技
簡
を
勝
容
す
る
為
の
修
一
け
る
人
口
並
び
に
世
帯
の
記
事
市
人
口

禁
制
耳
金
一
平
明
暗
市
分
努
一
一
一
六
、
六

O
一
一
一
人
と
あ
る

一
、
就
学
の
為
の
修
学
資
金
一
は
一
一
一
O
、
六
O
一
一
一
人
の
競
り
に
つ
き
前
回

以
上
一
一
一
種
類
で
す
。
く
わ
し
い
こ

ι
一
五
い
た
し
ま
寸
。



最
良
の
方
法
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
f
n

江
随
一
ニ
年
鐙
木
黒
一
撃
の

ζ

と
な
が
ら
警
問
書
払
い
二
百
四
十
二
億
五
芸
当
市
に
お
き
ま
し
で
は
串
い
に
じ
て
わ
し
ま
し
た
各
地
の
大
火
も
、
そ
の
殆
は
職
場

L
お
か
れ
ま
し
で
も
尚
一
麗
火

素
よ
り
隣
近
間
と
述
婦
を
と
り
協
力
一

n

喜
一
一
一
年
長
谷
川
博
子
一
部
李
立
た
本
格
的
な
百
八
十
一
一
一
万
二
平
六
百
円
と
い
う
茶
乙

ζ
撃
実
在
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
ん
ど
が
気
象
的
悪
条
件
め
際
通
乞
災
予
防
に
徹
底
し
て
、
腕
る
い
平
和
な

r

し
合
っ
て
下
さ
い
。
つ
青
野
一
一
一
年
石
黒
撃
一
間
関
火
災
シ
ー
ズ
ン
を
む
か
を
書
室
し
、
喜
九
十
九
名
の
し
た
が
、
そ
れ
は
不
幸
申
の
を
議
護
に
よ
り
事
故
を
起
し
、
毒
薬
一
日
々
を
替
、
そ
し
士
我
が
留
経
済
復

、
治
ら
を
皆
、
押
売
り
を
発
見
し
又
は
蓄
に
か
一
事
学
校
の
郊
一

2

え
る
に
あ
た
り
、
来
る
尊
い
人
命
事
い
車
三
百
九
十
一
一
一
名
路
上
好
条
件
の
も
と
に
火
災
か
重
し
を
擦
り
去
を
起
し
て
お
り
ま
す
。
一
興
に
寄
与
す
る
と
共
に
公
共
の
福
建

ま
も

d
vま
L

よ
か
っ
た
主
、
警
に
警
の
一
一
一
三
鰐
一
一
一
日
開
発
不
信
一
遊
間
十
一
月
二
十
六
日
吉
の
負
傷
者
蓄
し
て
お
り
ま
す
。
た
た
め
で
あ
っ
;
し
不
幸

2
2

に
薬
草
も
増
加
与
す
め
響
力
量
い
い
た
主

『
『
-
他
の
方
法
に
奇
警
に
重
て
下
一
一
方
十
二
月
一
一
日
ま
で
の
一
戦
後
わ
が
閣
議
室
霊
に
お
び
気
象
的
雲
件
の
聖
火
災
が
差
し
節
威
主
〈
警
2

で
各
家
庭
文
一
す
。

一
票
差
室
長
年
章
一
葉
、
強
奪
め
議
事
犯
に
ま
で
発
一
認

-
5
0で
き
れ
は
そ
の
者
の
人
相
、
一
院
議
一
一
日
韓
日
料
一
引
イ
適
時

L
E
需
に
や
か
さ
れ
生
活
の
根
露
で
あ
る
衣
食
住
た
な
言
、

P

ど
う
な
る
で
し
ょ
川
崎
市
に
お
け
あ
滋
去

1箆
宮
丸
災
発
生
器

主
持
日
誌
軒
目
一
段
目
刊
誌
ド
諒
一
一
心
持
作
品
時
計
一
許
可
十
時
制
一
一
白
一
十
日
喜
一
一
一
年
襲
撃
一
災
十
訪
日
時
刊
誌
詰
れ
足
時
比
口
考
え
る
だ
け
で
震
と
い
た
し
ま
は

1
社
崩
調
叶
丹
神
間
一

一
て
お
り
ま
す

0
2

の
翼
り
量
一

η

宮
山
で
書
店
当
っ
て
一
意
に
樹
け
な
い
で
よ
く
礎
的
で
か
巧
一
て
下
さ
い
。
一

λ返
事
塚
市
平
塚
一
一
二
一
一

o
X
T

。
我
が
閣
の
火
災
状
り
な
り
と
昔
、
害
防
重
り
書
長
一
一
十
八
苦
火
災
猪
昼
間
雪
は
竺
は
「
村
伊

h

沼
品

局
一
撃
に
向
う
展
著
書
人
案
提
一
お
り
ま
す
カ
-
暴
露
に
お

Z

一
隣
け
る
よ
足
し
て
下
さ
い
。
一
豪
語
り
会
う
か
ら
に
語
つ
一
永
図
書
一
宏
容
量
宅
火
災
る
よ
う
に
な
り
ま
た
が
ぶ
に
お
い
ニ
十
一
一
一

z
i
z

毒
事
引
釦
ゴ
副
割
引
コ
引
車

刊
誌
評
伝
説
山
一
前
訪
問
時
計
一
一
一
語
長
当
吾
川
信
長
問
配
下
官
長
刊
誌
日
持
主
計
信
託
長
一
昨
官
時
出
官
邸

一
一
手
伝
出
店
店
巳
日
間
的
一
口
出
即
時
前
日
記
出
町
一
一
一
一
山
一
一
尚
一
一
一
一
一
部
一
一
一
一
時
睦
伴
伴
起

一
一
七
人
の
う
も
一
控
訴
控
忘
れ
売
を
さ
が
し
一
誌
の
諮
問

U
U
F
H
H
H
担
耕
割
引
店
社
明
主
幹
割
引
臨
時
一
一
一
位

一

A
K
E
L

器3
1者
一
思
議
づ
っ
警
警
し
ま
す
。
一
て
漂
い
穴
に
埋
め
る
乙
と
。
一
著
名
に
よ
り
豪
語
弁
論
大
会
が
苔
克
也
員
の
「
世
界
状
勢
と
日
本
」
一
っ
て
お
り
ま
す

o

反
函
に
撃
し
た
業
一
四
人
の
増
加
と
各
々
自
覚
℃
い
震
援
す
。
一
平
塚
市
、
問
位
申
都
、
毒
横
領
誠

一
一

p
h

議
事
一
議
暫
定
義
円
け
る
一
回
、
餌
の
雪
は
必
ず
安
全
な
場
所
へ
一

Z
Q

一
出
警
一
一
一
時
よ
り
一
富
半
毒
し
て
一
襲
警
察
一
行
わ
れ
た
。
…
態
を
み
ま
寸
義
一
に
建
設
業
で
よ
り
寒
し
で
い
ま
す
。
一
一
、
参
加
都
市
十
六
チ
ー
ム
一
市
、
六
位
定
策
費
毒
事
務

報
一
億
詩
的
即
日
司
、

5

い
う
自
一
将
司
け
れ
わ
れ
川
行
口
説
一
時
の
注
意
一
五

f
u
j一
で
も
一
つ
の
ま
主
主
豆
諸
訂
作
祝
日
山
一
長
持
恥
一
日
目
純
一
一
一
日
時
パ
レ

iポ
ー
ル
、
卓
球
一

U臨
時
パ
回
目
駐
日

二
患
者
一
O
人
の
う
一
夫
人
選
を
一
存
は
た
て
み
ま
し
ょ
う

o

て
、
重
量
け
る
時
詩
人
々
一
っ
た
地
区
ご
と
に
相
談
し
て
、
議
君
主
立
っ
て
い
ま
す
。
一
の
争
六
%
寒
し
、
寄
与
バ
ス
ケ
ッ
ト

f

、
軟
式
野
英
一
一
豪
語
、
十
一
一
一
位
君
、

一
知
ら
な
い
で
働
い
て
い
た
と
い
抽
選
笑
一

B
@
C
@
Gの
注
射
裏
げ
た
も
の
一
に
よ
〈
智
せ
議
長
官
注
意
一
に
実
施
す
る

ζ

と
。
次
長
業
員
数
」
つ
い
て

λ
手
と
一
つ
て
は
七
五
二
ハ
空
襲
蓄
た
し
一
霊
、
軟
式
襲
、
柔
道
一
十
四
位
一
一
一
襲
、
十
五
基
金
溺

F
b
が
あ
均
ま
す
。
ほ
ん
と
三
脅
し
い
一
星
け
な
か
っ
た
島
と
鈎
較
し
て
発
一
す
る
乙
と
。
一
之
宮
冬
に
か
け
て
は
震
で
ね
ず
隠
重
点
在
二
、
六
九
五
人
で
一
乙
れ
に
長
し
て
法
人
組
織
は
陪
和
一
一
一
の
八
種
留
一
十
六
位
鎌
倉
市

事
一
己
与
す
。
一
務
長
官
、
苑
亡
を
孝
弘
、
言
語
ベ
ら
在
い
考
に
一
会
一
産
党

E

い
露
で
す
査
は
一
七
、
一
七
九
人
と

2

八
一
十
六
年
は
第
一
四
%
主
主
一
一
一
一
一
言
、
室
長
一

一
あ
な
た
は
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
一
蓄
え
る
と
と
が
で
き
る
よ
世
界
喜
一

I
l
i
l
i
-
-
l
i
l
i
-
-

四
人
の
患
を
示
し
で
い
ま
す
。
ζ

の
一
%
の
六
一
審
号
、

5

に
約
一
一
七

?
一
を
受
け
た
乙
長
あ
り
ま
す
か
。

ζ
の
一
君
事
幸
し
て
お
り
ま
す
。
療
養
一
懸
賞
題
謹
壊
薬
害

E
Z

富
器
般
に
内
容
の
妻
と
士
一
に
横
一
五
の
増
加
が
あ
り
ま
し
た
。

前
一
襲
語
整
う
っ
た
か
と
う
か
を
し
一
書
建
設
も
ベ
ッ
ト
の
増
設
も
急
事
一
義
雲
蓄
の
移
転
に
と
も
な
い
工
(
秘
書
課
響

8

1

一
ら
べ
る
も
の
で
す
。
震
予
壁
で
は
す
、
皆
さ
ん
一
人
警
ず
ツ
ベ
ル
ク
一
入
賞
作
品
決
る
業
界
に
お
い
て
は
ニ
、
O
ニ
八
人
員

一
宗
主
一
一
一

O

才
ま
で
の
方
は
少
く
と
す
で
あ
な
た
が
結
管
う
っ
て
い
る
一
十
月
ニ
十
四
宮
の
関
連
ヂ

i
義
念
エ

ρ

一
一
両
橋
震
発
江

出
嫁
一
も
毎
年
一
部
必
ず
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
下
、
ど
う
か

L

ら
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。
一
し
て
、
全
国
的
に
募
集
さ
れ
ま
し
た
国
ア
豪
華
重
視
弘

j

田
薬
害
、
陰
性
ぺ
譲
住
の
喜
怒
一

ζ

れ
が
家
警
護
軍
主
義
一
一
連
警
ポ
ス
タ
ー
の
日
本
露
連
合
磁
一
佳
作
富
士
見
一
年
永
田
空

-
C
G
Z射
す
き
と
に
な
っ
て
一
宅
七
波
書
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
五
言
奈
川
熊
本
部
平
塚
支
部
の
予
選
審
一

ρ

花
氷
六
年
錦
織
自
制
緩

お
り
ま
す
《
}
一
@
c
-
G

注
射
を
遊
い
う
ち
に
行
い
ま
資
金
、
去
る
十
月
十
八
日
町
内
小
、
一

N

松
原
五
年
襲
景
一
一
一

…
…
…
店
時
一
時
事
弔
問
山
市
首
一
割
臨
時
吋

i
l
i
l
-
-

十
i
i
I
4
1
!
i
ト
j
Z

一
日
、
二
十
三
日
の
事
丸
山
間
合
公
一

ρ
ρ

佐
伯
八
室

一
会
堂
に
お
い
て
作
品
展
示
会
が
行
わ
れ
一

H
H

小
泉
恨
〆
寸

百
害
あ
っ
て
一
で
た
。
支
部
予
受
賞
者
に
は
平
塚
一ρ
書
量
嬰
ト
ミ

支
部
よ
り
質
問
主
襲
が
お
く
ら
れ
る
つ
庸
季
語
周
年
仲
回
以
十
代
子

一
税
者
い
、
ね
ず
み
す
各
種
目
華
民
需
品
八
点
は

i
p校
の
ト
六
年

w塗
妻
子

l
m
m
町
村
山
政
吋
喜
一
ね
ず
み
の
と
品
川
知
計
引
に
誌
は
時
叫
一
一
一
一
時
耕
一
一
昨
日
韓

一
一
会
で
審
属
品
川
川
上
、
一
二
一
等
作
品
が
ニ
プ
太
洋
二
年
単
一
担
額
チ

今
ね
ず
み
一
票
互
に
四O
華
一
一
、
先
づ
語
除
と
輩
、
護
で
す
一
ユ
ヨ

i
pの
露
連
合
本
部
に
お
く
一

H
H

一
一
一
年
筆
名
主
一

指
(
体
重
量
分
の
二
食
べ
る
と
し
て
、
食
べ
お
を
与
え
な
い
と
と
で
す
す
れ
る
。
言
語
一
一
一
年
岩
瀬
李

ま
す
。
そ
し
で
日
本
の
家
臨
時
九
一
匹
づ
{
そ
れ
に
は
食
べ
も
の
は
き
ち
ん
と
一
戸
一
小
学
校
の
部
プ

ρ

松
井
静
世
〆7

つ
{
約
一
七0
0
5

い
る
と
仮
定
憾
へ
じ
ま
い
、
ご
み
警
は
完
全
な
一
一
等
筈
五
六
年
石
井
孝
一

ρ

喜
一
一
写
真
相
学

し
ま
す
と
年
間
員
二
十
回
選
、
一
ふ
た
ぞ
っ
け
、
お
喜
の
く
ず
物
な
一
一
一
等
書
六
年
山
口
友
江
寸
語
手
桜
井
精
子

金
額
に
し
て
一
一

Q
O
億
円
白
書
に
な
ど
量
ち
ん
と
片
付
け
て
下
一
さ
;
つ
重
克
六
年
寄
季
一
控
室
コ
一
年
原
液
子

り
ま
すo

そ
の
他
輩
、
家
具
…
等
静
養
一
一
、
パ
チ
ン
コ
や
金
縮
か
と
も
使
川
ま
一

r
i
五
年
間
誠
一
一
日
凶
器
開
美
辞

い
拍
加
し
位
議
議
介
ー
ま
す
。
一
す
が
、
震
の
仕
掛
け
方
は
ね
ず
み
一

H

富
士
克
五
年
語
能
子
ナ
H

一
年
浜
田
喜

重
曹
あ
っ
て
一
悲
し
と
芸
品
一
が
出
入
し
、

E

つ
限
に
つ
き
ゃ
す
く
了
豪
華
奮
闘
昇
一

μ

青
野
一
一
一
年
伊
藤
文
子

ず
み
の
と
介
で
す
。
安
心
し
て
食
べ
ら
れ
る
台
所
の
附
近
一

ρ

笛
士
見
六
年
鈴
木
繁
チ
ア
太
洋
一
一
一
年
八
国
貞
子

(2) 

お

つ

昭
和
一
一
十
九
年
七
月
一
白
現
在
で
行
い
ま
し
た
事
業
所
統
計
調
蚕
(
伊

本
擦
準
産
業
叶
類
に
い
う
農
林
水
産
業
及
び
公
務
な
騒
〈
)
に
つ
い
て
一
結

果
宇
角
れ
も
概
数
と
争
、
発
表
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
本
調
査
忌
一
一
一
年

毎
に
訟
に
甘
割
い
て

A
qつ
も
の
で
本
年
も
時
内
各
事
業
務
説
(
繁
多
め
折
に
も

か
、
わ
ら
ず
御
協
力
を
得
ま
し
て
、
ど
こ
に
満
足
す
べ
き
給
果
を
得
ま
し

た
こ
と
は
各
事
業
所
の
御
緩
闘
の
賜
と
億
じ
、
誠
に
審
び
に
犠
え
な
い
次

第
で
あ
り
ま
す
。

主r 3 ,9 ~事

ー
一
K

よ
L

て
記
載
の

体
で
表
示
し
た

本
年
調
査
の
品
ら
わ
れ
を
総
括
し
て
一
み
ま
す
と
、
卸
売
及
び
小
売
業
が
昭
和

を
ま
す
と
、
前
議
査
の
昭
和
ニ
十
六
年
一
二
十
六
年
は
一
、
一
一
五
闘
か
ら
一
本
年
は
一
去
る
十
月
十
台
同
行
わ
れ
た
第
一
お
日
出
一
に
よ
っ
て
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
が
、

は
事
業
所
総
数
ニ
、
四
四
九
で
本
年
は
一
一
、
五
八
一
と
一
一
一
ニ
七
の
非
誌
に
一
一
角
い
一
県
民
総
合
体
育
大
会
は
、
藤
沢
、
茅
ケ
一
治
市
は
伐
表
一
回
一
名
の
選
手
に
よ
っ

ニ
、
六
八
践
と
一
一
一
一
一
五
の
増
加
争
莱
た
一
増
数
を
一
市
し
、
最
も
活
弱
刀
に
富
み
、
一
階
、
小
出
原
、
鎌
倉
の
照
会
場
」
十
六
一
て
総
合
得
張
に
第
一
一
一
位
を
獲
叫
師
、
か
が

し
で
お
り
ま
す
。
乙mリ
令
訪
問
習
い
つ
い
て
一
本
市
の
誇
巧
と
す
る
孟
開
業
界
守
護
栄
饗
一
郡
市
の
代
表
約
一
一
、
円
一
心

O
名
の
、
議
宇
一
や
か
し
い
摺
事
官
と
げ
た
。
尚
治

L
の

第
五
回

県
民
総
合
体
育
大
会
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